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自由連想の記入、 連想間の類似度の評定、 非類似度行列の作成は、 分





















のイメージの変容を調査した。取り組み か月後（三宅・藤田 ）、 年後と 年後の
分析の結果から、日本語教育歴 年の教師 は「学習者の自律性を尊重すること
への理解を深め、教師の役割を見出し、視野を広げ、教師として成長した」という。その














教師養成講座（以下、養成講座）の修了生 名で、 名は 代女性（以下、対象者 ）、
もう 名は 代の男性（以下、対象者 ）である。両名の日本語教育経験を表 に示す。
表 ：調査対象者の日本語教育経験
対象者 代女性 対象者 代男性
修了時 養成講座での実習 回 養成講座での実習 回
ボランティアでプライベー
トレッスンの経験 年
修了 年後 都内の留学生別科で か月 ボランティアとして 年
日 コマ、週 コマ 週 回ないし 回
事例 ：対象者 の態度の変化について
対象者 の態度の変化を探るため、修了時の 分析と修了 年後の 分析の
データを比較する。
修了時
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してあげられていなかったが、図 ・図 両方を提示したところ「図 には表れていない
が養成講座修了時にも考えていた」というコメントが得られた。
事例 ：対象者 の態度の変化について
対象者 の態度の変化を探るため、対象者 と同様、修了時の 分析と修了 年
後の 分析のデータを比較する。
修了時
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を理解し「例文とか話題のところで気をつけないといけない部分」であると述べている。
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